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大人の救急電話相談事業費

１　事業の概要

　大人の休日・夜間における急な病気やけがに対する県

民の不安を解消するとともに、軽症患者の救急病院等へ

の集中による救急医療機関の負担を軽減する。

（１）大人の救急電話相談事業費　　　　　57,469千円

２　事業主体及び負担区分

（１）（県10/10）

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×0.2人＝1,900千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　大人の救急電話相談事業費　57,469千円
　　　大人の休日・夜間における急な病気やけがに対する県民の不安を解消するとともに、軽症患者の救急病院等への
　　集中による救急医療機関の負担を軽減する。

（２）事業計画
　　ア　大人の救急電話相談事業費
　　 (ｱ) 相談員　：看護師（困難事案については、オンコールで医師が看護師に助言する。）
　　 (ｲ) 実施時間：日曜・祝日・年末年始　9：00～18：30（現在　18：30～22：30）
　　 (ｳ) 相談体制：3人
　　　※　日曜・祝日・年末年始の時間延長分

（３）事業効果
　　ア　大人の救急電話相談事業費

　　 (ｲ) 軽症患者の集中が緩和されることで、救急医療機関の負担が軽減される。
　　 (ｱ) 急病やけがに対する県民の不安が解消される。

（４）変更事項
　　ア　大人の救急電話相談事業費
　　　日曜・祝日・年末年始の相談時間を延長する。
　　　〔現在〕18：30～22：30　→　〔延長後〕9：00～22：30

(単位：千円)

分野施策


